
　５月 10日 , 児玉房子さんが亡くなられました。
　児玉さんは友和会員であり、数年前からは友和誌に
カットを提供していただいていたガラス絵作家です。
友和誌だけでなく三つ折りの友和会案内の表紙、友和
会を挙げて取り組んだ「憲法九条にノーベル平和賞を」
運動の署名チラシの背景、９カ国語で憲法九条のを書
いた九条はがきの画等で、作品を使わせていただいて
いました。

2017 年日本友和会全国大会  ～「生きる権利」～

☆大会に若者が気軽に参加して欲
しいので、皆様より指定寄附金を
受け付けます。どうぞ若者の参加
をご支援ください。

日時　8月 22 日（火）･23 日（水）　
会場　群馬県青少年会館　 ( 前橋駅北口よりバス、タクシー）
　　〒371-0044　前橋市荒牧町 2-12　　℡：027‐234‐1131　URL： http://www.gyc.or.jp

【展示予定】　
平和の切手展（故青木栄実会員より寄贈された切手展）
沖縄の写真展　｢高江の森｣　

23 日（水）
分科会予定テーマ
１　阿波根 昌鴻さんが示した非暴力抵抗運動を現代にどう活かせるか？
２　生きる権利を脅かすもの「貧困、いじめ、ヘイト」を打ち負かす。
３　非寛容な社会をどう生きるか？
４　共謀罪が私たちの自由と権利を奪うとき。立ち向かおう！現政権の改憲！

【参加費予定】（当日会場受け付け時にお支払いいただきます）
友和会会員　　　全プログラムに参加 12,000 円　若者支援参加者（学生）3,000 円　
非会員の講演会参加者　　資料代 500 円

24 日（木）オプション安中の平和の旅「柏木義円に学ぶ」（23 日午後 3;00 大会終了後移動）
宿泊；たちばなの郷　城山　〒377-0061 渋川市北橘町下箱田町 606－2　℡:0279‐52‐2405
＜23 日は前橋市内の温泉に宿泊。夜は理事 + 参加希望者で友和会のこれからの会計状況について話し
合う予定。　参加費予定額 10,000 円
訪問先：安中教会礼拝堂・新島襄記念館・温古亭・義円亭・旧牧師館・納骨堂・西広寺などを予定。
案内人付き　　企画担当　朝倉恵　野副達司、飯髙理事長　
申し込み

以下の項目について受け付け担当の岡田義之までお知らせください。
○参加者氏名・性別・年齢
○参加スケジュール（以下の①～⑤より選択）
①全プログラムに参加　　12,000 円
②若者支援参加者（学生）　3,000 円　
③講演会のみ　　　　　　　　500 円
④講演＋夕食＋交流会（宿泊無）　6,000 円　
⑤講演＋夕食＋交流会＋朝食＋分科会（昼食無）11,000 円
○オプション参加の　有・無　（2３日夕食＋24 日朝食＋参加費　10,000 円）

申込期限：7月 13 日
申し込み先：　岡田義之　〒791-4506　愛媛県松山市宇和間 764-1
℡：090-5911-5191　fax：089-997-0568　e-mail：ureka0711@gmail.com

追悼　児玉房子さん

　近年は遠野に住んで、遠野の民話、遠野の人々の生活、岩手の偉人宮沢賢治の童話等ををガラス絵に描く
ことと、遠野の自宅横に開館した「天ヶ森ガラス絵館」に力を注いでおられました。そして、尊敬の念を込
めて沖縄のガンディーとも呼ばれた、阿波根昌鴻さんの生涯をガラス絵することにも取り組んでこられまし
た。
　その児玉さんの生涯のテーマは、人であり命であり生活、何より平和だったのではないかと、その絵を見
るたびに思います。
　友和誌の今号は、カットを含め児玉さんの作品で埋めたいと思います。ガラス絵特有の輝きが、印刷では
失われるのが残念ですが、一つ一つに込められた児玉さんの命の賛歌を共有したいと思います。
児玉さんへの感謝と、ご冥福の祈りを込めて。

木村　宥子　
22 日（火）公開講演会と展示会

講演者：奥田知志氏　
      NPO 法人「抱樸」（ホウボク）理事長・1990 年から北九州市で牧師を務め、
　 野宿者支援を続ける。NPO法人「ホームレス支援全国ネットワーク」理事長

演題 :「いのちが分断される時代に～困窮者支援の現場から～」
    本来人間が生まれたときから与えられている（天賦）幸福に生きる権利を
ご存じでしょうか？現在平和と言われながらも日本における格差社会の問題の
本質を、牧師でありNPO法人「抱樸」代表者としてホームレスの方々に寄り
添い戦っている奥田さんから学びたいと思います。
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